
 

 

  

                                                                                                                               

                                                                                                 

 

山々に雪が積もり、本格的な冬が始まりましたね。寒さの厳しい日が続きます。食事や睡眠をしっ

かりとり、免疫力を落とさない生活習慣を意識しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 

1 月号 

保育所の給食紹介の 

ホームページは右記の 

QRコードからお進み下さい。 

    

幼児期は一生を通じての 

食事リズムの基礎を作る重要な時期 

子どもが「おなかがすいた」感覚をもつには、十分

に遊び、食事を規則的にとることのできる生活環境が

必要です。この時期にこの感覚を繰り返し体験するこ

とで、生活リズムが作られていきます。また、この時

期には食べ慣れないものや嫌いなものも出てきます。

簡単な調理を手伝ったり、栽培や収穫に関わったりす

るなど、さまざまな食べ物に子ども自身が意欲的に関

わる体験を通して、子どもの食べたいもの、好きなも

のは増えていきます。また、買い物や食事場面で食材

や食べ方について話題にしたり、遊んだり、本を見た

りする場面でも、食べ物や身体のことを話題にしたり

する体験を通して、子ども自身が情報の発信者になる

こともでき、食べ物への関心は深まっていきます。 

2024年 1月 1日 

富良野市立虹いろ保育所 

管理栄養士 葛西 

  

～楽しく食べる子どもに～ 


